平成24年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：環境管理費　目：環境管理推進費
	事業名:　  eq \o\ac(□,新)イタセンパラ域外保全推進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　　　　　環境生活部　清流の国ぎふづくり推進課　生物多様性担当

電話番号：058-272-1111（内2701）

E-mail：c11265@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：15,700（17,000）千円（前年度予算額：0千円）

	事業内容


	１　事業の内容


木曽川に生息するイタセンパラの域外保全（※）を推進するため、野外池を整備し、イタセンパラの総合的な飼育技術に関する研究開発を行う。
　（１）野外池の整備
　　　野外池を整備するための、設計委託、整備工事を実施。
池面積：約160㎡
　（２）域外飼育のための準備

　　　域外飼育に向けた水槽による試験飼育の実施及び情報収集、域外保全計画策定のための検討会を開催。
　※　域外保全…　生息する河川から取り出し、外部の施設において安定的に増殖させること。

	２　所要経費


（１）野外池の整備（設計、工事費）　 15,400（16,700）千円
（２）域外飼育準備作業等経費  　 　　　 300千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり
	２　これまでの取組状況


・イタセンパラは、国の天然記念物及び種の保存法の国内希少野生動物種に指定されている日本固有種で、現存するのは、濃尾平野、大阪平野、富山平野の3箇所のみで、それぞれが固有の遺伝子を持っており、生物多様性の保全のためには、固有の遺伝子を持つ種を守っていく必要がある。
・国土交通省が域内保全対策として、木曽川左岸（愛知県）側のワンドの生息環境整備を進めているが、バス・ギルなど魚食性外来魚の生息が確認されており、危機的な状況である。
・イタセンパラを確実に域外保全するためには複数施設での飼育体制確保が必要であり、右岸（岐阜県）側魚群の保全に向け、環境省、国交省及び関係団体から岐阜県の積極的な関与を要請されている。
・イタセンパラはイシガイなどの二枚貝に産卵するが、二枚貝の飼育技術（寄主としてハゼ科の魚が必要）は極めて高度であり、小型野外池での安定した域外飼育に向け、総合的な飼育技術に関する研究開発が必要である。
	３　これまでの取組に対する評価


・域外保全の実施並びに飼育技術の開発により、木曽川固有の遺伝子を持つイタセンパラを守るとともに、岐阜県の生物多様性保全に対する積極的な姿勢を示していく。
・国土交通省が実施する域内保全事業（ワンド整備等）に対し、野外池による域外保全事業で得られた知見をフィードバックすることにより、木曽川における生息数及び生息域の改善に貢献していく。
・県がイタセンパラの保護活動を率先して行うことにより、県民一人一人が「生物多様性保全の重要性」や「好ましい自然」について考える契機とするなど、「生物多様性ぎふ戦略」の推進に資する。
	決定額の考え方


要求の趣旨に沿って、所要額を計上する。
	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳
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